
～　巧妙なインターネット詐欺
－釣られた後ではもう遅い!!－　～

　今までパソコンの便利な点や注意点を紹介してきましたが、犯罪被害者になる点

も見逃してはなりません。私が最近経験した出来事を紹介して、注意を呼びかけ

たいと思います。それはフィッシング詐欺と言われる事例です。フィッシングとは釣

りという意味で、私たちが釣られる側です。

　ある日、大手YH社よりメールが来たところから始まります。そのサイトで会員登

録をすると買い物、オークション、ゲーム、映画などさまざまなサービスを受ける

ことが出来ます。それら買い物等をした費用を支払うためには、クレジットカードを

登録しなければなりません。そういうことを踏まえての今回のメールです。そこに

ある「更新時期が来たので更新の手続きを行ってください」とアドレスが書いてあ

るところをクリックすると、いつも見ているようなデザインの画面へ連れて行かれま

した。個人情報・カード番号・有効期限・パスワードを入力する画面です。

　入会してから5年は経っているので、もうそんな時期かと何の疑いもなく、入力し

ようとしましたが…ちょっと待てよ!「何故パスワードが必要?」と疑問を持ちました。

もしやと思いメールの題名を検索サイトで検索させてみると出るわ出るわ、クレジッ

トカードの情報を抜き取る詐欺であることが判明しました。危ないところでした。お

酒を飲みながら操作していたら恐らく引っかかっていたでしょう。

　つまり、このメールはYH社を偽装したものだったのです。他にもインターネット

バンキングという、ネット上で銀行取引が出来るサービスでも同様の詐欺が横行し

ています。いずれにせよ、変だなと思ったら入力する前に検索サイトで検索する

か、予めフィッシング詐欺対策ソフトをインストールしておきましょう。【委員SM】

◆　大阪教区ホームページ実行委員会　◆
   銀杏通信　http://www.icho.gr.jp/

パソコン相談室

○日時　毎月第二・第四木曜　午後５時～７時

○場所　教化センター2F・青少年ルーム

　※予め教務所に訪問日と質問内容をご連絡いただけますと
　　それにあわせた準備ができますので助かります。
　　　　　連絡先　大阪教務所　０６－６２５１－４７２０

お寺といえども情報化社会においてはITなんて関係ないなん
て言ってられません。正しい知識を身につけて、教化活動に
活かしましょう！
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